
コンテキストワークスペースについて
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コンテキストワークスペースの概要

コンテキストワークスペース機能は、設定した条件に基づき、チケットに表示するチケットフォーム／関連性の高いマクロ／
拡張表示するアプリ の3種類を設定することが可能です。 ワークフローに合わせて、表示するチケットフォームや使用頻度の
高いマクロ、アプリを設定することで、無駄な操作を発生させず、効率よくチケットに回答することが可能となります。

※エンタープライズプランでのみご利用が可能です。
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コンテキストワークスペースの設定方法
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コンテキストワークスペースの設定方法

左メニューの[管理]を選択し、[管理]＞[コンテキストワークスペース]から、一覧画面に遷移してください。
各項目をクリックすることで、設定画面に遷移します。
各項目の右端にカーソルオンすると[…]が表示され、非アクティブ化等の操作が行なえます。
新規作成する場合は、画面右上の[ワークスペースを追加]から行います。
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コンテキストワークスペースの設定画面

ワークスペース名

各項目設定画面への遷移タブ

各種設定の一覧画面

ワークスペースの説明

ワークスペースの割当条件の設定

各項目の設定状況の一覧
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コンテキストワークスペースの設定方法 〜条件設定〜

[詳細]タブより、条件設定を行います。
どのような条件のチケットの場合、このワークスペースを表示させるか(設定した フォーム／マクロ／アプリの表示設定を適用
させるか)を考えます。
条件の設定は、and条件の設定(全ての条件を満たした場合に〜)と、or条件(いずれかの条件を満たした場合に〜)の設定が行な
えます。

利用できる条件一覧
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コンテキストワークスペースの設定方法 〜チケットフォーム選択〜

[チケットフォーム]タブより、適用させるフォームを選択します。
ドロップダウンより、適用させるフォームを選択してください。
選択できるフォームは、チケットフォームの設定でアクティブになっているフォームだけです。
[変更なし]を選択することで、設定をスキップすることができます
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コンテキストワークスペースの設定方法 〜マクロ選択〜

[マクロ]タブより、適用させるマクロを選択します。
チェックボックスにチェックを入れることで設定ができます。また検索ボックスやフィルターを利用しマクロを絞り込んだの
ち、全選択することも可能です。
選択したマクロは、[選択済み]タブに表示されます

全選択

個別選択
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コンテキストワークスペースの設定方法 〜アプリ選択〜

[アプリ]タブより、デフォルトで拡張(開いた状態)させるアプリを選択します。
チェックボックスにチェックを入れることで設定ができます。また、ドラッグ&ドロップでアプリの順番を入れ替えることがで
きます

ドラッグ&ドロップで
アプリの並べ替え
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